
 周囲の方に配慮や手助けをお願いしたいときに、
活用しましょう。 
 
 ○カバンに取り付けて持ち歩く 
 ○普段は財布やカバンにしまっておいて、 
  困ったときに提示する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こんなときに活用しましょう 

使い方 

 障がいのある方などが普段から身につけておくこ
とで、緊急時や災害時、困ったときに、周囲の配慮
や手助けをお願いしやすくする目的で作成された
カードです。 

 ヘルプカードを活用することで、支援を必要として
いることを周囲に知らせる効果と、周囲の方に支援
を促す効果があります。 
 

〇対象者 
  援助や配慮を必要としている方 
   例） 義足や人工関節を使用している方 
       内部障がいや難病の方 
       妊娠初期の方          など 
 

〇緊急時に 
 道に迷ってしまったとき 
 パニックや発作を起こしたとき 
 

〇災害時に 
 安全な場所に避難が必要なとき 
 避難支援が必要なとき 
 

〇日常的に 
 ちょっとした手助けが必要なとき 
  例） 電車・バス等で席を譲ってほしい 
      紙に書いて説明してほしい 
      簡単で短い言葉で話してほしい 
 
  
   

注意点 

〇個人情報保護について 
 ヘルプカードには、連絡先やお身体の状態など
大切な個人情報を記入できますが、周囲に知ら
れたくない情報まで記入する必要はございません。 
 取扱いや紛失には十分に注意してください。 
 

〇ヘルプカードを身につけると   

 周囲に支援を必要としていることを知らせる効
果があるため、身につけると周囲の方から支援
にあたり、声を掛けられることがあります。 

 小さな気づきが大きな支えに 

八尾市 

ヘルプカードとは 

※ヘルプカード専用ケースは、八尾市社会福祉協議会
善意銀行（佐野満男基金）により作製されました。 



緊急連絡先カード 

 ヘルプカードに記入する内容は、身につけられる方のお身体等の状況によって異なります。ま
た、すべての項目を記入する必要はありません。ご家族や支援される方などと相談しながら、必
要な情報を記入してください。 

問合せ先 

①裏面の記入例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇苦手なこと・できないこと 

  例） コミュニケーションが苦手です。 
     体に触れられることが苦手です。 
     料金の計算が上手にできないです。 
     足が不自由です。 
 

〇必要な支援など 
 手助けしてほしいことや配慮してほしいことを支援す
る人が分かるように具体的に記入してください。   

  例） 筆談で伝えてください。 
      書いてある情報を音読してください。 
      移動の際、介助してください。  

ヘルプカードの記入の仕方 

 会話することが苦手です。 

 ゆっくりと簡単な言葉で話してください。 

②見開きの記入例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八尾 太郎 

八尾市本町一丁目1番1号 

1980   1    11         A 

 072    〇〇〇     〇〇〇〇 

 ○○病院 

 聴覚障がい 

 ○ ○ ○ 

 八尾 花子           姉 

    072    △△△        △△△△ 

〇ヘルプカードについて  

 八尾市 地域福祉部 障がい福祉課 
 八尾市本町一丁目1番1号 
 TEL：072-924-3838 FAX：072-922-4900 

〇緊急連絡先カードについて 

 八尾市社会福祉協議会 
 八尾市本町二丁目４番１０号 
 八尾市立社会福祉会館 １階  

 TEL：072-991-1161 FAX：072-924-0974 

 同封の「緊急連絡先カード」は八尾市社会福祉協議
会が作成し、広く住民に配布しているものです。もしも
の時に備えて普段から持ち歩くことで、緊急時にも速
やかな対応が可能になります。ヘルプカードと併せて
ケースに入れて携帯することができます。 

 ヘルプカードの専用ケースは、社会福祉協議会
善意銀行（佐野満男基金）により作製しました。 

 【善意銀行（佐野満男基金）とは】 

 「障がい者福祉の向上に役立ててほしい」と故佐野
満男氏から八尾市社会福祉協議会に対してご寄贈さ
れた寄付金です。 

専用ケースについて 


